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そして誰もいなくなった
　製造派遣はまだマシだ。給与、拘束時間、労働環境とも、
ワンランク上にある。年収200万円以下のワーキングプアは
物流現場の問題だ。人材難は既に限界を超えている。この
うえ労働力の最後の調達先だった派遣会社が使えなくなる
ことで、いよいよ物流現場から人がいなくなる。

（大矢昌浩）

日
雇
い
派
遣
禁
止
は
秒
読
み
段
階

　

六
月
九
日
に
お
き
た
秋
葉
原
通
り
魔
殺
傷
事
件
の
加
藤
智

大
容
疑
者
は
、
大
手
人
材
派
遣
会
社
の
日
研
総
業
か
ら
ト
ヨ

タ
グ
ル
ー
プ
の
関
東
自
動
車
工
業
に
派
遣
さ
れ
、
塗
装
工
程

に
配
属
さ
れ
て
い
た
。
時
給
は
一
三
〇
〇
円
、
月
収
約
二
〇

万
円
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
以
前
は
、
故
郷
青
森
の
地
場
運

送
会
社
で
九
カ
月
間
、
食
料
品
を
配
送
す
る
二
ト
ン
車
の
ド

ラ
イ
バ
ー
と
し
て
働
い
て
い
た
。

　

こ
の
事
件
を
受
け
て
派
遣
先
の
関
東
自
動
車
工
業
は
「
人

材
派
遣
会
社
に
対
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
不
祥
事
が
二
度
と

な
い
よ
う
に
、
人
材
の
確
保
、
管
理
、
監
督
に
つ
い
て
要
請

し
て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
ま
た
加
藤
容
疑

者
の
勤
務
態
度
に
は
、
特
に
変
わ
っ
た
様
子
は
な
か
っ
た
と

し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
犯
行
四
日
前
の
六
月
五
日
か
ら
工

場
を
無
断
欠
勤
し
て
い
た
。

　

五
月
下
旬
、
関
東
自
動
車
工
業
は
派
遣
会
社
と
の
〇
八
年

三
月
か
ら
の
一
年
契
約
を
中
途
解
約
す
る
か
た
ち
で
、
六
月

末
を
も
っ
て
派
遣
社
員
二
〇
〇
人
を
五
〇
人
に
減
ら
す
と
通

告
し
て
い
る
。
加
藤
容
疑
者
は
リ
ス
ト
ラ
の
対
象
か
ら
外
れ

て
い
た
が
、
そ
の
後
五
日
に
工
場
に
出
勤
し
た
と
こ
ろ
、
自

分
の
作
業
着
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
憤
慨
し
、
そ
の
ま
ま
工

場
を
飛
び
出
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　

加
藤
容
疑
者
の
背
景
が
分
か
っ
て
き
た
こ
と
で
、
派
遣
先

に
労
働
者
の
使
い
捨
て
を
許
す
現
在
の
労
働
者
派
遣
法
を
、今

回
の
事
件
と
結
び
つ
け
て
非
難
す
る
声
は
日
増
し
に
高
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
物
流
の
現
場
か
ら
は
、「
そ
れ
で
も
製

造
派
遣
は
ま
だ
マ
シ
だ
。
年
収
二
五
〇
万
円
に
は
な
る
。
時

給
一
三
〇
〇
円
も
も
ら
え
る
現
場
な
ど
、
物
流
業
界
に
は
ど

こ
に
も
な
い
」
と
、
た
め
息
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　

物
流
現
場
の
人
材
派
遣
は
現
在
、
時
給
一
〇
〇
〇
円
が
相

場
だ
。
派
遣
先
が
派
遣
元
に
支
払
う
時
給
単
価
が
一
三
〇
〇

〜
一
四
〇
〇
円
。
そ
こ
か
ら
派
遣
会
社
の
マ
ー
ジ
ン
や
交
通

費
等
を
引
く
と
手
取
り
の
日
当
は
八
〇
〇
〇
円
を
切
る
。
月

収
一
五
万
円
。
年
収
二
〇
〇
万
円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

は
、
実
は
物
流
派
遣
の
問
題
な
の
だ
。

　

派
遣
会
社
の
マ
ー
ジ
ン
は
三
〇
％
か
ら
時
に
四
〇
％
に
及

ぶ
た
め
、
物
流
派
遣
の
手
取
り
は
時
給
八
〇
〇
円
を
切
る
場

合
も
珍
し
く
な
い
。「
ピ
ン
ハ
ネ
と
い
う
の
は
、
日
当
の
一
割

を
マ
ー
ジ
ン
と
し
て
と
る
と
い
う
意
味
。
昔
の
手
配
師
の
ほ
う

が
、
よ
ほ
ど
ま
と
も
だ
っ
た
。
物
流
現
場
で
一
日
働
け
ば
最

低
で
も
一
万
円
以
上
は
も
ら
え
た
。
派
遣
業
の
規
制
緩
和
が

悪
質
な
ピ
ン
ハ
ネ
を
解
禁
し
て
し
ま
っ
た
」
と
、派
遣
ユ
ニ
オ

ン
の
関
根
秀
一
郎
書
記
長
は
訴
え
る
。

　

世
論
の
高
ま
り
を
受
け
て
行
政
も
従
来
の
規
制
緩
和
路
線

か
ら
一
転
、
規
制
強
化
と
労
働
者
保
護
に
一
気
に
傾
い
て
い

る
。
六
月
十
三
日
、
舛
添
要
一
厚
生
労
働
大
臣
は
、
今
秋
の

臨
時
国
会
に
日
雇
い
派
遣
を
原
則
禁
止
す
る
法
改
正
案
を
提

出
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
以
前
か
ら
日
雇
い
派
遣
禁
止
の

方
針
を
固
め
て
い
た
公
明
党
や
野
党
四
党
と
足
並
み
を
揃
え

た
格
好
だ
。

　

日
雇
い
派
遣
の
原
則
禁
止
は
今
や
既
定
路
線
。
今
後
の
政

策
的
な
論
点
は
、
日
雇
い
だ
け
で
な
く
登
録
型
派
遣
自
体
に

踏
み
込
ん
で
規
制
す
る
か
、禁
止
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
会
社

な
ど
特
定
会
社
向
け
の
「
も
っ
ぱ
ら
派
遣
」
の
判
定
を
派
遣

人
数
の
何
割
以
上
と
す
る
か
、
派
遣
先
の
使
用
者
責
任
を
ど

こ
ま
で
強
化
す
る
か
な
ど
、
規
制
の
匙
加
減
に
移
る
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
今
年
四
月
一
日
か
ら
厚
生
労
働
省
は
「
緊

急
違
法
派
遣
一
掃
プ
ラ
ン
」
を
全
国
の
労
働
局
に
通
達
し
て

い
る
。
各
労
働
局
で
は
管
内
に
登
録
し
て
い
る
派
遣
事
業
者

の
大
規
模
な
抜
き
打
ち
調
査
を
実
施
中
だ
。
派
遣
元
の
契
約

内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
顧
客
リ
ス
ト
を
元

に
主
だ
っ
た
派
遣
先
に
ま
で
調
査
の
手
を
広
げ
て
い
る
。

　

物
流
現
場
の
実
情
に
詳
し
い
労
務
管
理
士
は
「
ど
ん
な
大
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もう派遣には頼れない特集特集 もう派遣には頼れない特集特集

手
メ
ー
カ
ー
で
も
物
流
現
場
を
叩
け
ば
必
ず
埃
が
出
て
く
る
。

さ
す
が
に
工
場
で
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
配
慮
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
物
流
は
別
。
メ
ー
カ
ー
は
現
場
の
実
態

を
把
握
し
て
い
な
い
し
、
物
流
会
社
は
法
律
自
体
を
分
か
っ

て
い
な
い
。
偽
装
請
負
や
多
重
派
遣
が
い
ま
だ
に
当
た
り
前
。

派
遣
期
間
の
抵
触
日
な
ど
意
識
も
し
て
い
な
い
」
と
い
う
。

物
流
派
遣
の
二
〇
〇
七
年
問
題

　

メ
ー
カ
ー
の
多
く
は
現
在
、
派
遣
の
〝
二
〇
〇
九
年
問
題
〟

の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
派
遣
法
で
は
派
遣
期
間

は
原
則
最
大
一
年
、
労
働
者
代
表
も
し
く
は
労
働
者
の
過
半

数
を
占
め
る
組
合
の
意
見
を
聴
取
し
た
場
合
で
最
大
三
年
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。
派
遣
期
間
が
限
度
に
達
す
る
日
を
抵
触

日
と
い
う
。
抵
触
日
を
迎
え
た
場
合
に
は
、
派
遣
を
直
接
雇

用
に
切
り
替
え
る
か
、
あ
る
い
は
三
カ
月
プ
ラ
ス
一
日
間
、
ラ

イ
ン
を
ス
ト
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

製
造
派
遣
は
〇
四
年
に
解
禁
さ
れ
、
偽
装
請
負
問
題
が
発

覚
し
た
〇
六
年
に
急
拡
大
し
た
。
そ
の
契
約
が
〇
九
年
に
一

斉
に
抵
触
日
を
迎
え
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
メ
ー
カ
ー
は

順
次
、
派
遣
社
員
か
ら
直
接
雇
用
の
期
間
工
へ
の
切
り
替
え

を
進
め
て
い
る
。
な
か
に
は
、
い
っ
た
ん
直
用
の
期
間
工
と

し
て
契
約
し
、
三
カ
月
後
に
派
遣
会
社
に
戻
す
と
い
う
〝
い

っ
て
こ
い
〟
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
抵
触
日
逃
れ
を
画
策
す

る
メ
ー
カ
ー
も
あ
る
と
い
う
。

　

抵
触
日
規
制
は
物
流
派
遣
に
も
同
様
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。

物
流
派
遣
は
九
九
年
に
解
禁
さ
れ
、
〇
四
年
三
月
の
法
改
正

で
派
遣
期
間
を
最
大
三
年
と
定
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
製
造
派

遣
よ
り
も
早
く
〇
七
年
に
は
抵
触
日
ラ
ッ
シ
ュ
を
迎
え
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、業
界
で
は
ほ
と
ん
ど
話
題
に
上
ら
な
い
。
違

法
行
為
が
自
覚
さ
れ
て
い
な
い
た
め
だ
。

　

抵
触
日
は
い
く
ら
派
遣
会
社
を
変
え
よ
う
と
も
延
長
で
き

な
い
。
そ
の
た
め
抵
触
日
の
管
理
は
派
遣
先
に
責
任
が
負
わ

さ
れ
て
い
る
。
派
遣
先
に
は
使
用
し
て
い
る
派
遣
会
社
に
対

し
て
抵
触
日
を
通
知
す
る
義
務
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
通
知
し

な
い
。
既
に
抵
触
日
を
過
ぎ
て
い
る
た
め
通
知
し
た
く
て
も

で
き
な
い
。
派
遣
会
社
は
「
違
反
を
自
分
た
ち
の
せ
い
に
さ

れ
な
い
た
め
、
物
流
会
社
に
対
し
て
抵
触
日
の
通
知
要
請
を

出
し
た
記
録
を
確
実
に
残
し
て
お
く
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
」

の
が
実
情
だ
。

　

製
造
現
場
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
策
は
既
に
ヤ
マ
場
を
越

え
た
観
が
あ
る
。
労
働
規
制
強
化
の
矛
先
が
今
後
、
製
造
業

か
ら
物
流
現
場
に
向
か
う
の
は
必
至
だ
。
そ
こ
で
躓
け
ば
大

き
な
代
償
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
低
賃
金
で
重
労
働
、
安

全
衛
生
へ
の
配
慮
に
も
欠
け
る
物
流
現
場
の
仕
事
に
は
直
接

雇
用
で
あ
っ
て
も
既
に
人
が
集
ま
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
仕

方
な
く
割
高
な
派
遣
会
社
を
使
っ
て
、
常
用
的
な
労
働
力
の

穴
を
埋
め
て
い
る
物
流
現
場
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
労

働
力
の
最
後
の
供
給
源
も
労
働
規
制
の
強
化
に
よ
っ
て
近
く

断
た
れ
る
こ
と
に
な
る
。
現
場
か
ら
人
が
消
え
る
。

　

本
誌
の
調
査
に
よ
る
と
、国
内
の
物
流
セ
ン
タ
ー
で
働
く
ス

タ
ッ
フ
の
う
ち
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
（
三
二
・
四
％
）
と

派
遣
社
員
（
一
八
・
三
％
）
の
非
正
規
雇
用
労
働
者
は
今
や

過
半
数
を
占
め
て
い
る
（
本
誌
〇
八
年
五
月
号
特
集
参
照
）。

正
社
員
中
心
の
労
働
組
合
は
組
織
力
を
失
い
、
労
使
交
渉
は

容
易
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
非
正
規
雇
用
労
働
者

の
労
務
管
理
が
新
た
な
経
営
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
。

　

日
本
だ
け
で
は
な
い
。
雇
用
の
流
動
化
を
旗
印
に
規
制
緩

和
に
動
い
た
国
は
、
ど
こ
も
今
、
深
刻
な
労
働
問
題
に
直
面

し
て
い
る
。
主
役
は
産
業
構
造
の
最
下
層
に
置
か
れ
て
い
る

物
流
現
場
の
非
正
規
労
働
者
や
個
人
事
業
主
の
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
だ
。
需
給
規
制
下
の
物
流
業
界
で
は
正
社
員
ド
ラ

イ
バ
ー
と
営
業
所
長
の
管
理
が
競
争
力
の
カ
ギ
だ
っ
た
。
規
制

が
撤
廃
さ
れ
自
由
化
の
進
ん
だ
市
場
で
、
物
流
業
が
再
び
労

務
管
理
の
季
節
を
迎
え
て
い
る
。
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非正規雇用者数の推移と構成 07年度の正規雇用者と非正規雇用者の割合

その他

派遣社員

アルバイト

パート
正規雇用者

総務省統計局「労働力調査特別調査」（2000～01年）、「労働力調査詳細結果」（02～07年）より本誌作成


